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1概 璽
オフィスオートメ ー ジョン(OA)の進展によ

り，オフィス内で文書自動集配信・図面検索ある
いは電子ファイリングなどのサ ー ビスが行われる
ようになると，OA機器間での迅速・正確な情報
交換が要求される。このような要求に応えるため
の情報伝送方式として，同一建物内といった狭い
地域における効率的な通信手段としてのロ ー カル
エリアネットワ ー ク（以下LANと略す）技術が
必要になってくる。このLAN技術の特徴・方式
等について紹介する。
2 LANの狙いと特微

オフィスにおける通信は現在，電話・FAX等
個々の通信回線で構成されたシステムにより行わ
れている。今後通信機能を持ったワ ー ドプロセッ
サ・パソコンあるいは電子記憶装置等を利用した
文書自動集配信システムなどの出現が考えられる
が，これらシステム毎に通信回線を構成するのは
経済性・保守性において問題がある。LANはこ
れら同一構内のオフィス機器相互間での音声，デ
ークおよび画像情報交換を1つのネットワークに
より効率的に行うための技術であり，その特徴は
次のようにまとめられる。
(1) 一定地域内において， コンピュ ー タ，周辺装

置などのデ ー タの共有や相
互通信を目的とする。

(2) 各機器を接続するケープ
ルの全長は 10km 以内で
あり，高伝送速度（数十M
BIS以内）が得られる。

(3) システム毎に通信回線を
構成するより安価であり，
機器の接続，切離しの自由
度が大きい。
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3 LAN の方式
現在，種々の方式のLANが発表されているが

ネットワーク構成として，1つの回線に各種機器
を分岐接続するバス構成とか，回線を介して機器
を順次につないでIレープを作るリング構成といっ
た形態を用い，ネットワーク内を数百KB/S～数
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第1表 LANの分類

4あとがき
当社においてもオフィスオートメ ー ション推進

の中核として，LAN技術は必須と考えられるが
この技術は極く最近実用化されたものであり，今
後導入するにあたっては以下のような種々の問題
点についての検討が必要である。
(1) ネットワーク内における， メ ー カーの異なる

機器間での情報交換方法
(2) 全社通信網(FAX網・パケット交換網…）

との効率的な結合法
(3) 機器接続方法・情報交換方法等の標準（統一）
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第1園 LANによるOA機翡の綸合例
（技術G)
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